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臨床心理士3名,MSW2名の計16名が参加した.抽出され
た因子としては,苦痛の緩和・他者との関係性／時間性・日
常生活の維持・仕事／役割の項目が挙げられた.各因子に
対して尊重しやすさ／介入しやすさについてのVASでは
各々,A苦痛緩和9.6(8.27-10)/8.58(0.39-10),B他者との
関係性8.39(1.89-10)/5.11(0-9.37),C仕事・役割8.7(0-
10)/3.86(0-8.98)の中央値(最小値-最大値)を得た.スタッ
フ間で最もバラつきが少なかった因子は苦痛緩和を尊重す
る事であり,最も多かった因子は,他者との関係性に介入
することであった.【考 察】 終末期がん患者は,日常生
活の些細な事から人生の目標まで,様々な事を感じながら
日々を過ごしている.意識しなければ,生きがいの喪失に
気づかないまま最期を迎えることもあり得る.患者背景を
理解し,日々のケアに当たり患者の生きがいを支えること
は,スピリチュアルペインの軽減につながると思われた.
19．急性期病院での緩和ケア科入院の現状～開設１年半の
まとめより～
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【はじめに】 当院は高崎市にある病床数216床の急性期病
院である.2012年12月から緩和ケア科として,現在がんの
治療を行っていないが緩和目的での入院が必要な患者に対
して,当科が主治医となり入院病床を稼働している.2012
年12月から,2014年7月までの20ヶ月間での入院患者は
64人であった.入院患者の傾向を調査し,急性期病院での
緩和ケア病床の運用で感じた問題を報告する.【結 果】
64人の年齢は,40歳から92歳であり,平均年齢は70.5歳
であった.64人のうち,6人は在宅療養をはさみ複数回入
院されており,入院患者の延べ数は72人であった.院内他
科からの転科と群馬大学医学部附属病院からの転院はどち
らも15人と同じ数であったが,癌の治療を行っていた医
療機関は群馬大学医学部附属病院が34人と当院で癌の加
療を行った患者数より多かった.在院日数は2日から76
日であり,平均在院日数は19.2日であった.転帰は当科で
お看取りが40人 (55.5％),退院在宅療養 (介護施設も含む)
が24人 (33.3％),緩和ケア病棟転院が5人 (0.07％),療養
型病院転院が3人 (0.04％)であった.癌の原発部位は,消
化管が33人と一番多く,次に肝胆膵,肺,泌尿器と多かっ
た.経過中に鎮静を施行したのは8人であり,全看取りの2
割であった.【考 察】 入院患者の半数以上が他院で癌
の治療を行っており,消化器癌が多かったが,骨軟部腫瘍
や,婦人科癌・咽頭癌・有棘細胞癌など,当院には無い診療
科で扱う癌の患者も認められたため,幅広い知識の必要性
を痛感した.入院患者の約半数が当科でお看取りとはなら
ず,転院や退院在宅療養となっていることを考えると,単
に症状緩和を行うだけではなく,療養先の調整を行う役割
も必要とされていると思われたが,急性期病院の一般病床
であり,在院日数短縮に苦慮するところである.
20．当院で実施した緩和ケアチームに関する院内アンケー
トの結果
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前回の群馬緩和医療研究会では当院の緩和ケアチームの
10年間の歩みについて報告し,近年における当院の緩和ケ
アチームの変化や課題について報告した.今回我々は平成
26年3月に当院の常勤医師,病棟に勤務する看護師を対象
として緩和ケアチームの活動に関するアンケート調査を
行った.その結果ほぼ全ての医師,看護師に当院の緩和ケ
アチームの存在が周知されていたことが分かり,緩和ケア
チームの介入には概ね満足しているという意見が多かっ
た.医師,看護師共に「疼痛コントロール」,「疼痛以外の身
体症状コントロール」,「精神的サポート」の3点について
緩和ケアチームの介入が有効だったとする回答が多かっ
た.一方医師は「家族サポート」「療養環境のコーディネー
ト」の2点を,看護師は「家族サポート」,「療養環境のコー
ディネート」,?医療スタッフ間の調整」の3点を今後介入
して欲しいところとして挙げていた.今後は現在の患者,
家族への関わりを継続しつつ,医師,看護師とさらにコ
ミュニケーションを取り合い連携しながら,個々のニーズ
を把握し対応していく必要があると考えられた.
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【目 的】 食事中誤嚥により急変し亡くなったケースがあ
り,急変に対しどこまで対応すべきか看護師は不安を抱え
ている.スタッフが終末期における救急蘇生をどのように
考えているのかを明らかにし,今後の急変時の対応に役立
てることを目的とする.【方 法】 緩和ケア病棟に勤務
する医師と看護師19名を対象にカンファレンスを行った.
その後,独自に作成した自由記載の質問紙調査を行い質的
に分析した.【倫理的配慮】 質問紙調査は無記名とし,結
果は個人が特定されないよう配慮した.【結 果】 分析
した結果93コード,13のサブカテゴリー,4つのカテゴ
リーが形成された.以下,サブカテゴリー? >,カテゴリー
を［ ］で示す.?急変対応に必要な観察力や意識を高めて
いく>や?医療スタッフの急変に対する新たな気付き>な
ど［医療スタッフの急変時対応の認識変化］,?がんに伴わな
い急変は救急蘇生の対応を優先する考え>?ケースに合わせ
た救急対応の考え>などから［終末期の急変に対する救急
蘇生の新たな判断］,?急変を予測し事前に家族と対応を相
談し情報を共有する>?急変時看護師は患者・家族に寄り添
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